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 小石川後楽園の園内には、約９０本の紅梅・白梅の梅

林があり、花の見ごろには、辺り一面に春の訪れを告げ

る馥郁(ふくいく)たる香りが漂います。 

 その見ごろに合わせ、今年も、梅まつり『梅香る庭園

へ』を開催いたします。 

 

(１)江戸糸あやつり人形 

日時：２月１０日(日) １１時３０分・１３時３０分 

内容：松原にて、江戸あやつり人形遣い・上條充氏によ

る公演(各回約３０分)。指につないだ数本の糸で巧みに操

られる人形が、繊細な動きで舞う姿をご覧ください。雨

天中止、当日自由参加(入園料別途)です。 

 

(２)箏の演奏会「新春に寄せる箏の調べ」 

日時：３月３日(日) １１時３０分・１３時３０分 

内容：梅の香りが漂う松原にて、寺井結子氏による箏の

演奏(各回約３０分)をお聴きください。雨天中止、当日自

由参加(入園料別途)です。 

 

(３)特別ガイドツアー「梅めぐり」 

日時：２月１６日(土)・２３日(土) 

   ①１１時３０分・②１３時３０分(質疑応答含む) 

内容：小石川後楽園ガイドクラブの中でも指折りの博識

で緑と水の市民カレッジ講座で講師経験もある二宮靖男

氏が奥深い梅の世界へとご案内いたします。各回定員２

０名、チケット売り場前にて、①１１時、②１３時より

整理券を配布します。参加費無料(入園料別途)です。 

 また、庭園のことが良くわかる！と、ご好評の庭園ボ

ランティアガイド(無料)は、期間中の土・日・月・祝日の

１１時・１４時(各回約６０分、雨天中止)、水戸黄門の衣

装や、庭の半纏(はんてん)を着て、ご自身のカメラで撮影

していただける記念撮影コーナーは、期間中毎日１０時

～１６時(雨天中止)、毎回大人気の植木市は、期間中の火

曜日を除く毎日１０時～１６時(雨天中止)です。 

 さらに、期間中毎日(荒天時休業の場合あり)、松原にて、

丁寧に杵つきした団子や温かい飲み物を販売するキッチ

ンカーの出店があります。 

 

 少しずつ陽ざしの暖かくなるころ、一足早く春の到来

を告げる梅の花をお楽しみください。梅の開花状況は、

ホームページやツイッター、お電話でご案内いたします。 

※『梅香る庭園へ』の期間中、園路が狭いため、梅林エ

リアでは一脚・三脚など撮影機材のご使用、スケッチな

どはご遠慮ください。みなさまの、ご協力をお願いいた

します。(詳細は、別途ご案内をいたします) 

 

  
 

 売店『葵屋』で
好評販売中の手ぬ
ぐい「小石川後楽
園見どころ帖」は、
ここだけの限定！
お土産に、いかが
ですか？ 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 
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小石川後楽園『梅香る庭園へ』 

 

第９３号 

 

 
『梅香る庭園へ』 

開催期間：２月９日(土)～３月３日(日) 
９時～１７時(最終入園は１６時３０分) 

※今回、東門の開門はございません。 

涵徳亭についてのお知らせ 

 現在、建物内改装工事中の集会施設『涵徳亭(かんとく

てい)』は、2019 年 6 月 1 日より再開できる見込みに

なりました。 

 本来、施設の仮予約は半年前からの受付ですが、改装

工事中に伴い、現時点で予約受付再開日は未定です。決

まり次第、ホームページなどで、ご案内をいたします。 

 みなさまには、大変ご迷惑をおかけしておりますが、

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 新しい一年が始まりました。「今年の梅も綺麗かな？」

「桜の開花はいつごろだろう？」「花菖蒲は？」「紅葉

は？」みなさまと同じで、私たち職員も「どうかな？」

「どうだろう？」と、思いを馳せる年頭です。 

 年末には、梅林で早咲き品種の“光圀(みつくに)”が

咲きだしました。日々、花数の増える“ソシンロウバイ”

が、ほんのりと香る中の散策は、寒い日でも何となくウ

キウキします。 

 冷えた朝は、都心でも薄氷や霜柱をお楽しみいただけ

る園内、マフラーや手袋など、暖かくして散策にいらっ

しゃいませんか。 

 

 

冬の日本庭園を愛でる 

【 隈笹(クマザサ) 】 

 

 園内にも緑の少なくなる寒い季節ですが、今回は、

この時期に一年で一番美しくなる“クマザサ”をご紹

介します。 

 工事中の「白糸の滝」前に架けられた仮設橋を松原

に向かって進むと、左手にある大黒山。その一帯を覆

うのが“クマザサ”です。若葉の時は緑一色ですが、

冬、低温になると、特に弱い葉っぱのふちが白く枯れ

て隈どられる(縁どられる)ところから、この名がつい

たともいわれています。 

 余談になりますが、岐阜県と長野県の県境に位置す

るのは、多くの映画や小説にも登場する「野麦峠」。

この峠にはクマザサが群生していて、十年に一度、麦

の穂に似た実をつけることから、土地の人々が「野麦」

と呼び、峠の名になったとの説があります。飢饉の時

に人々は、この実を食べて飢えを凌いだといわれます。 

 葉っぱが冬の風に揺れキラキラと輝く冬晴れの日、

葉の上にふんわりと雪の積もる朝、この季節だけご覧

いただける美しい風景を、ごゆっくりとご堪能下さい。 

 

《“八重寒紅” 1 月 3 日撮影》 


